


　
平
成
18
年
度
の
各
行
政
区
の
区

長
が
決
ま
り
、
４
月
６
日
に
車
田

村
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
行
政
と
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
。�区長 大竹　　武�

川
辺
区�

区長 須藤重次郎�

小
高
区�

区長 真弓　保善�

蒜
生
区�

区長 草野　寿幸�

岩
法
寺
区�

区長 双里　正輝�

中
　
区�

南
須
釜
区�

区長 岡部　英栄�

竜
崎
区�

区長 須釜富美夫�

吉
　
区�

区長 関根　正人�

北
須
釜
区�

区長 須田　正行�

四
辻
新
田
区�

区長 石森　正治�

山
小
屋
区�

青
井
沢
上
組
長
　
会
田
　
　
功�

青
井
沢
下
組
長
　
遠
野
　
　
縣�

河 

平 

組 

長
　
佐
久
間
　
昇�

区長 大野　福一�

川　　辺�

蒜　　生�

小　　高�

中�

岩 法 寺�

竜　　崎�

南 須 釜�

北 須 釜�

吉�

山 小 屋�
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青井沢上�

青井沢下�
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　平成　平成18年度の玉川村消防団に年度の玉川村消防団に

よる春季検閲式が５月７日、泉よる春季検閲式が５月７日、泉

中学校において実施されました中学校において実施されました。�

　当日は、あいにくの雨のため　当日は、あいにくの雨のため

体育館での実施となりましたが体育館での実施となりましたが、

団員、婦人消防隊員合わせて団員、婦人消防隊員合わせて

280人が参加し、消防活動への

誓いを新たにしました誓いを新たにしました。�

　統監による観閲、通常点検　統監による観閲、通常点検

では、各団員とも整然としたでは、各団員とも整然とした

隊列で臨み、最後まで士気の隊列で臨み、最後まで士気の

高さを見せていました高さを見せていました。�

　また式では、退職した団員　また式では、退職した団員

などに対する消防長官表彰、

団長感謝状の贈呈も行われ、

阿部金四郎団長から賞状が贈

られましたられました。�

　受賞者は次の方々です　受賞者は次の方々です。�

《消防庁長官表彰》《消防庁長官表彰》�

　榊枝　春夫　瀧口　政広　須釜　喜一　塩田　忠雄　榊枝　春夫　瀧口　政広　須釜　喜一　塩田　忠雄�

　石森　　榮　鈴木　武司　石森　　榮　鈴木　武司�

《団長感謝状》《団長感謝状》�

　矢部　憲宗　真弓　　保　関根　和美　高林　浅友　大　矢部　憲宗　真弓　　保　関根　和美　高林　浅友　大竹　義和　石井　清信　関根　竹　義和　石井　清信　関根　和宏　矢吹　和彦和宏　矢吹　和彦�

　矢部　政美　石森　　守　須田　博行　佐藤ハツヨ　矢部　政美　石森　　守　須田　博行　佐藤ハツヨ�

　平成18年度の玉川村消防団に

よる春季検閲式が５月７日、泉

中学校において実施されました。�

　当日は、あいにくの雨のため

体育館での実施となりましたが、

団員、婦人消防隊員合わせて

280人が参加し、消防活動への

誓いを新たにしました。�

　統監による観閲、通常点検

では、各団員とも整然とした

隊列で臨み、最後まで士気の

高さを見せていました。�

　また式では、退職した団員

などに対する消防長官表彰、

団長感謝状の贈呈も行われ、

阿部金四郎団長から賞状が贈

られました。�

　受賞者は次の方々です。�

《消防庁長官表彰》�

　榊枝　春夫　瀧口　政広　須釜　喜一　塩田　忠雄�

　石森　　榮　鈴木　武司�

《団長感謝状》�

　矢部　憲宗　真弓　　保　関根　和美　高林　浅友　大竹　義和　石井　清信　関根　和宏　矢吹　和彦�

　矢部　政美　石森　　守　須田　博行　佐藤ハツヨ�

　
村
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
に
日
々
活
躍
い
た
だ
く
、
玉
川

村
消
防
団
の
各
分
団
長
は
次
の
方
々

で
す
。�

　
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。�

川辺分団長�
野崎　智之�

蒜生分団長�
曲山　孝幸�

小高分団長�
須藤　　晃�

中分団長�
小針　竜哉�

岩法寺分団長�
石森　吉男�

南須釜分団長�
阿部　秀幸�

竜崎分団長�
佐藤　健一�

北須釜分団長�
鈴木　政義�

吉分団長�
大和田寿美夫�

山小屋分団長�
石森　健一�

四辻分団長�
石井　正光�



　今年度１回目の３歳児
健診が、４月21日に保
健センターで行われまし
た。�
　この中で、歯科検診の
結果虫歯が１本もなかっ
た、よい歯のこどもたち
13人をご紹介します。�

(　)は保護者と地区名�

野崎優希ちゃん�
（亨・川辺）�

溝井優人くん�
（進一・小高）�

鈴木康平くん�
（直人・中）�

熊田りりかちゃん�
（和人・岩法寺）�

岡部美悠ちゃん�
（勇・竜崎）�

小林咲也香ちゃん�
（智和・竜崎）�

大越　幸くん�
（紀幸・南須釜）�

塩田愛莉ちゃん�
（博幸・竜崎）�

小林樂斗くん�
（俊郎・南須釜）�

石森一冴くん�
（一敏・山小屋）�

小林斗吾くん�
（裕也・竜崎）�

石森友里ちゃん�
（友和・山小屋）�

須田伊織くん�
（一雄・四辻新田）�

　
４
月
12
日
に
、
玉
川
村
、
石
川
町
、
浅

川
町
の
各
町
村
の
消
防
、
林
業
の
関
係
者
、

及
び
県
、
国
の
関
係
者
が
参
加
し
て
山
火

事
防
止
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。�

　
春
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
各
町
村
を
パ
レ
ー
ド

し
な
が
ら
、
広
報
車
で
地
域
住
民
に
山
火

事
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。�

　
須
釜
芸
能
会
で
は
、
公
民
館
な
ど
で
使

っ
て
欲
し
い
と
、
座
布
団
50
枚
を
村
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
　
　�

　
同
会
で
は
、
昨
年
も
同
じ
く
50
枚
贈
っ

て
お
り
、
今
回
で
２
度
目
に
な
り
ま
す
。�

　
４
月
18
日
に
、
会
長
の
飯
島
三
郎
さ
ん

と
、
副
会
長
の
塩
沢
茂
さ
ん
、
関
根
智
恵

子
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
車
田
村
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。�

　
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　玉川村ゲートボール協会長杯大会が４月14日、す

ぱーく玉川で開催され、小高Ａチームが優勝しました。�

　今年で22回目となる大会には、村内の各地区から

17チームが出場し、予選リーグ、決勝トーナメント

と戦いました。�

　結果は次のとおりです。�

優勝：小高Ａ　準優勝：南宿　３位：金堀・川辺Ｂ�

　村では、第３子以降のお子さんが誕生した際に、誕
生祝い金を交付しています。�
　この祝い金は、お子さんの誕生をお祝いするととも
に健やかな成長を願って、第３子に10万円、第４子
以降は20万円支給するというものです。�
　４月10日に平成17年度の後期分の交付式が行われ、
車田村長から祝い金が手渡されました。�

　
山
小
屋
地
区
に
建
設
し
て
い
た

地
域
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
の
施

設
、
山
小
屋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
が
こ

の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。�

　
旧
公
民
館

が
、
建
築
さ

れ
て
か
ら
38

年
が
経
過
し
、

老
朽
化
し
て

き
た
こ
と
か

ら
、
平
成
17

年
度
の
宝
く

じ
助
成
事
業

（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事

業
）
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け

て
、
昨
年
の

12
月
よ
り
工

事
を
進
め
て
い
ま
し
た
。�

　
施
設
の
概
要
は
、
木
造
平
屋
建

で
建
築
面
積
は
約
１
６
２
㎡
。
２

つ
の
交
流
室
を
は
じ
め
多
目
的
ル

ー
ム
、
談
話
室
、
調
理
実
習
室
、

倉
庫
、
男
女
ト
イ
レ
、
及
び
車
椅

子
用
ト
イ
レ
を
備
え
、
段
差
の
な

い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
約
２，

７
７
０
万
円
。�

　
こ
の
助
成

事
業
は
、
財

団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ

ー
に
よ
り
、

宝
く
じ
の
普

及
広
報
の
一

環
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。�

　
山
小
屋
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
づ

く
り
、
人
づ

く
り
の
た
め

の
新
し
い
施

設
と
し
て
こ

れ
か
ら
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
ま

す
。�

�



　
玉
川
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
総
会
が
、

４
月
27
日
に
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
総
会
で
は
、
18
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
な
ど
を
決
定
。
続
い
て
行
わ
れ
た
役
員

改
選
で
は
、
会
長
に
阿
部
満
須
釜
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
副
会
長
に
は
三
森
幸
川
辺
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
総
会
終
了
後
に
は
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

長
年
の
功
労
者
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。�

　
石
川
郡
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

４
月
29
日
に
村
民
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。�

　
Ａ
リ
ー
グ
と
Ｂ
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
行

わ
れ
た
大
会
に
は
、
両
リ
ー
グ
合
わ
せ
て

10
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
白
熱
し
た
試
合
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。�

　
両
リ
ー
グ
に
出
場
し
た
玉
川
村
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
少
は
、
Ａ
リ
ー
グ
で
Ａ
チ
ー

ム
が
３
位
、
Ｂ
リ
ー
グ
で
は
Ｂ
チ
ー
ム
が

優
勝
す
る
な
ど
大
活
躍
し
ま
し
た
。�

　このほど喜多方市で開催された喜多方俳句大会で、
川辺の竹林仁さんが、最高賞の県俳句連盟賞を受賞し
ました。�
　この大会は、喜多方俳句会連絡会の主催、県俳句連
盟などの後援により開催され、今年で２回目。�
　大会には、県内はもとより県外からも多くの作品が
寄せられ、今年の応募総数は1,185句でした。�
　最高賞を受賞した竹林さんの作品をご紹介します。�
�

「老いて子に従はざりし冬の鵙」�

　玉川村が、郵政記念日の４月20日に日本郵政公社

東北支社長感謝状を受賞しました。�

　郵政記念日にあわせて、郵政事業に対する協力者、

団体などに贈られるもので、玉川村は、長年にわたる

郵政三事業への協力などが認められての受賞です。�

　当日は、須釜郵便局の塩沢局長と玉川郵便局緑川副

局長から、車田村長に伝達されました。�

　
福
島
空
港
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
５
月
３
日
、
空
港
公
園
な

ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
終
日
多
く
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
会
場
に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
玉
川
太
鼓
道
場
の
皆
さ
ん
に
よ
る
太

鼓
の
演
奏
、
福
島
市
を
中
心
に
活
躍
す
る

吉
本
興
業
の
若
手
芸
人
に
よ
る
ラ
イ
ブ
シ

ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
会
場
に
は
多
く
の
出
店
が
並
び
、

特
に
玉
川
村
の
素
材
を
使
っ
た
空
港
鍋
が

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。�

�
国
家
公
務
員
募
集�

�

　
人
事
院
で
は
、
次
に
よ
り
国
家
公
務
員

採
用
Ⅲ
種
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
を
実

施
し
ま
す
。�

▼
受
付
期
間
　
６
月
20
日
〜
27
日
ま
で�

▼
１
次
試
験
　
９
月
３
日（
日
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
人
事
院
東
北
事
務
局�

　
　
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２�

�

ヒ
ア
リ
ン
グ
傍
聴
者
募
集�

�

　
公
立
岩
瀬
病
院
で
は
、
病
院
改
築
の
設

計
者
を
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
技
術
提
案
）

方
式
に
よ
り
選
定
す
る
に
あ
た
り
、
公
開

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。�

▼
実
施
日
時�

　
６
月
16
日（
金
）
　
10
時
か
ら
13
時�

▼
実
施
場
所�

　
公
立
岩
瀬
病
院
付
属
高
等
看
護
学
院�

▼
募
集
人
数
　
20
名�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
公
立
岩
瀬
病
院
用
度
課�

　
　
０
２
４
８
―
７
５
―
３
１
１
１�

�

５
月
は
水
防
月
間
で
す�

「
洪
水
か
ら
守
ろ
う
み
ん
な
の
地
域
」�

　５月６日、７日の両日、石川ミニバスケットボール
選手権大会がたまかわ文化体育館で開催され、玉川ス
ポ少が優勝しました。玉川スポ少は昨年に続いての優
勝です。�
　大会には、石川地方から12チームが出場し、優勝
目指して熱い戦いを繰り広げました。�
　個人賞は次のとおりです。�
　優秀選手賞＝宗形寿美鈴�
　フリースロー＝寺島真希(２位)



MOGU�MOGU

基
本
健
康
診
査
と
介
護
予
防
事

業
が
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た�

　
毎
年
６
月
に
実
施
し
て
い
る
住
民
健
診

の
中
で
、
65
歳
以
上
の
方
は
、
『
生
活
機

能
検
査
』
を
同
時
に
受
け
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。�

�

『
生
活
機
能
検
査
』
っ
て
何
？�

　
効
果
的
な
介
護
予
防
を
実
施
す
る
た
め
、

自
分
の
生
活
や
健
康
状
態
を
振
り
返
る
た

め
の
チ
ェ
ッ
ク
票
で
す
。�

た
と
え
ば
・
・
・�

１． 

バ
ス
や
電
車
で
１
人
で
外
出
し
て
い

ま
す
か
？�

２． 

日
用
品
の
買
い
物
を
し
て
い
ま
す
か
？�

な
ど
の
簡
単
な
項
目
が
全
部
で
25
個
あ
り

ま
す
。
（
全
て
、
ハ
イ
・
イ
イ
エ
で
答
え

ら
れ
る
項
目
で
す
）�

�

こ
れ
を
受
け
た
あ
と
、ど
う
な
る
の
？�

　
玉
川
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
あ
っ
た
介
護
予

防
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
た
と
え
ば
、
運
動
機
能
が
低
下
し
て
い

る
方
は
「
転
倒
骨
折
予
防
教
室
」
、
栄
養

状
態
が
あ
ま
り
良
く
な
い
方
に
は
「
栄
養

改
善
教
室
」
、
認
知
症
が
心
配
な
方
に
は

「
認
知
症
予
防
教
室
」
な
ど
で
す
。�

　
自
分
で
は
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
と
思
っ
て

い
て
も
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
る
と
予
防

す
べ
き
と
こ
ろ
が
見
え
て
き
ま
す
。�

　
活
き
活
き
と
い
つ
ま
で
も
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。�

��������������

介
護
保
険
係
か
ら
の
お
知
ら
せ�

　
５
月
か
ら
、
介
護
保
険
係
が
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
に
移

動
し
ま
し
た
。�

　
そ
れ
に
伴
い
、
介
護
保
険
の
相
談
や
申

請
受
付
の
場
所
が
変
わ
り
ま
す
。
相
談
の

あ
る
方
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。�

税
務
職
員
募
集�

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
次
に
よ
り

税
務
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）
を

募
集
し
ま
す
。�

▼
受
験
資
格�

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者�

▼
受
験
申
込
受
付
期
間�

　
６
月
20
日
か
ら
27
日
ま
で�

▼
試
験
日�

　
◇
１
次
試
験
　
９
月
３
日�

◇
２
次
試
験
　
10
月
12
日
か
ら

19
日
の
う
ち
指
定
す
る
日�

▼
受
験
申
込
・
問
い
合
わ
せ�

　
人
事
院
東
北
事
務
局�

　
　
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２�

自
衛
官
募
集�

�

　
防
衛
庁
自
衛
隊
で
は
次
に
よ
り

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
募
集
課
目
・
人
数�

２
等
陸
、
海
、
空
士
（
男
子
）・

数
十
名
（
予
定
）�

▼
受
験
資
格�

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者�

▼
受
付
期
間
　
６
月
９
日
ま
で�

▼
試 

験 

日
　
６
月
11
日�

▼
入 

隊 

日
　
７
月
下
旬�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
自
衛
隊
白
河
募
集
事
務
所�

　
　
０
２
４
８
―
２
４
―
０
３
７
２�

�

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ�

　
６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
電

波
利
用
保
護
旬
間
」
で
す
。
よ
り

よ
い
電
波
環
境
が
豊
か
な
情
報
社

会
を
支
え
ま
す
。�

　
電
波
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。�

　
電
波
の
混
信
、
妨
害
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
次
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局�

　
　
０
２
２
―
２
２
１
―
０
６
４
１�

�

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内�

　
福
島
県
立
郡
山
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
企
業
で
働
い
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
就
職
を
希
望
す
る
方
を

対
象
と
し
た
技
術
講
習
会
（
テ
ク

ノ
セ
ミ
ナ
ー
）
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。�

▼
セ
ミ
ナ
ー
名
・
実
施
予
定
日�

◇
建
築
塗
装
実
践
技
能
Ⅰ�

　
６
月
27
日
〜
28
日�

（
申
込
締
切
６
月
13
日
）�

◇
建
築
塗
装
実
践
技
能
Ⅱ�

　
６
月
27
日
〜
28
日�

（
申
込
締
切
６
月
13
日
）�

◇
第
２
種
電
気
工
事
士
実
践
技
能�

　
７
月
11
日
〜
12
日�

（
申
込
締
切
６
月
27
日
）�

◇
建
築
塗
装
実
践
知
識�

　
７
月
19
日
〜
20
日�

（
申
込
締
切
７
月
５
日
）�

◇
実
用
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ�

　
８
月
１
日
〜
３
日�

（
申
込
締
切
７
月
18
日
）�

◇
自
動
車
検
査
知
識�

　
８
月
９
日
・
11
日
・
18
日�

（
申
込
締
切
７
月
26
日
）�

▼
受
講
申
込
・
問
い
合
わ
せ�

福
島
県
立
郡
山
高
等
技
術
専
門

校
（
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
郡
山
）

能
力
開
発
課�

　
　
０
２
４
―
９
４
４
―
１
６
６
３�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　 �

http://w
w
w
.tck.ac.jp/�

�

忘
れ
な
い
で
！�

　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件�

  

〜
事
件
発
生
か
ら　

年
〜�

　
オ
ウ
ム
真
理
教
特
別
手
配
被
疑

者
「
平
田
信
」
「
高
橋
克
也
」
「
菊

地
直
子
」
の
３
名
は
、
未
だ
発
見

検
挙
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。�

　
皆
さ
ん
の
情
報
が
検
挙
に
結
び

つ
い
た
場
合
は
、
民
間
の
懸
賞
広

告
委
員
会
か
ら
、
手
配
被
疑
者
１

人
あ
た
り
２
０
０
万
円
の
懸
賞
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　
　
　
　（
次
の
ペ
ー
ジ
）�

歯周病の原因は？�

　歯みがきが不十分なために、歯と歯肉との境目の部分
にプラーク（歯垢）が付着し、その中に含まれる細菌が
出す酵素や毒素が歯肉の中に侵入して歯周病を起こしま
す。炎症を起こした歯肉は次第に腫れ、歯と歯肉の間に
すき間を作ります。これが『歯周ポケット』と呼ばれる
ものです。歯周ポケットにはプラークがたまりやすいた
め、さらに歯周病が進行してしまいます。�

�

歯周病にならないためには？�

　歯周病予防、また今後の歯周病の進行を防ぐためには、
何よりも正しいブラッシングが大切です。正常な人でも
歯と歯肉の間には１～２mm程度のすき間がありますが、

このすき間にプラークがたまらないように、丁寧にブラッ
シングします。�

歯周病を防ぐには？�

　～歯周病を防ぐ６か条～�

①食後は必ず歯をみがく　②やわらかいものばかり食べ
ない　③両方の歯でかむ　④バランスのとれた栄養摂取
を　⑤歯がぬけたらすぐ義歯を　⑥歯科医で定期的に検
診を受ける�

今月は歯周病についてお知らせします。�
　年を重ねるにしたがって健康な歯のありがたさを実感することが多いものです。それというのも、
厚生労働省の調査によると、50歳以上のなんと９割以上の人が歯肉に何らかの異常を起こしてい
るということです。中高年の歯の病気といえば歯周病です。そのため、歯周病に対する日頃の健康
管理が、近年、ことに重要視されています。�

11

歯の衛生週間：６月４日～10日『ごちそうさま　おはしをブラシに　持ちかえる』�
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　下記の方々から社会福祉活動資金として寄付
をいただきました。厚く御礼申し上げます。�

（村社会福祉協議会）�

川 　 辺 �

　 〃 　 �

北 須 釜 �

　 〃 　 �

井 出 　 達 郎 �

小 針 　 一 郎 �

瀬 谷 　 武 義 �

野 口 勘 市 郎 �

さん�

さん�

さん�

さん�

川　辺�

　〃　�

蒜　生�

南須釜�

北須釜�

　〃　�

熊 田 　 松 助 �

小 針 　 キ ヨ �

須 釜 　 　 孝 �

戸 田 ヨ シ 子 �

瀬 谷 ト メ ヨ �

野 口 　 キ ン �

井出達郎�

一郎�

学�

ヨシ子�

武寿�

勘市郎�

小　高�

岩法寺�

竜　崎�

南須釜�

　〃　�

佐 藤 愛 結 花 �

鈴 木 花 恵 良 �

岡 部 　 翔 真 �

影 山 　 萌 絵 �

若 松 　 ゆ い �

栄策�

徹�

正樹�

純�

幸広�

  あ　　 ゆ　　 か�

  か　　 え　　 ら�

　　　しょう　 ま�

　　　　も　　え�

（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
石
川
警
察
署�

　
　
０
２
４
７
―
２
６
―
２
１
９
１�

�

特
設
人
権
相
談
所
の�

　
　
　
開
設
に
つ
い
て�

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。�

　
玉
川
村
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、

法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
人
権

擁
護
委
員
が
、
困
り
ご
と
や
悩
み

ご
と
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
る
、
特
設
人
権
相
談
所
が
次

の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

▼
開
設
日
時�

　
６
月
１
日
（
木
）�

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
ま
で�

▼
開
設
場
所�

　
玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
住
民
税
務
課�

　
　
57
―

４
６
２
４�

�

労
災
保
険
の
こ
と
、�

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い�

　
財
団
法
人
労
災
年
金
福
祉
協
会

で
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
を

受
け
て
、
労
働
災
害
に
よ
り
重
度

の
障
害
を
負
わ
れ
た
方
や
、
遺
族

と
な
ら
れ
た
方
に
対
す
る
各
種
相

談
業
務
、
福
祉
用
具
の
購
入
費
の

助
成
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
相
談
業
務
は
、
電
話
、
及
び
巡

回
に
よ
り
行
な
っ
て
い
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。�

▼
巡
回
相
談
日
時
・
場
所�

　
６
月
７
日
（
水
）�

　
午
前
10
時
〜
12
時
ま
で�

　
須
賀
川
労
働
基
準
監
督
署�

▼
相
談
内
容�

◇
厚
生
年
金
と
の
調
整
に
つ
い

て
◇
義
肢
等
の
支
給
に
つ
い
て

◇
盲
導
犬
の
貸
与
に
つ
い
て
等�

▼
電
話
相
談
・
問
い
合
わ
せ�

　
（財）
労
災
年
金
福
祉
協
会
福
島
労�

　
災
年
金
相
談
所�

　
　
０
２
４
―
５
２
５
―
９
１
７
７�

�
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
ま
す�

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に

従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救

護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看

護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受
給
者

は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

ご
本
人
、
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か

ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室�

　
　
０
３
―
５
２
５
３
―
５
１
８
２�

�

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す�

　
今
年
の
10
月
に
、
郡
山
都
市
圏

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。�

　
わ
た
し
た
ち
の
住
む
郡
山
都
市

圏
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
や

人
口
減
少
、
大
型
店
の
郊
外
進
出
、

渋
滞
の
集
中
な
ど
社
会
情
勢
の
変

化
の
中
で
、
ま
ち
な
か
の
様
子
や

交
通
の
体
系
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
将
来
、

住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
、
み
な
さ
ん
が
郡
山
都
市

圏
を
ど
の
よ
う
に
移
動
し
て
い
る

の
か
を
把
握
す
る
の
が
パ
ー
ソ
ン

ト
リ
ッ
プ
調
査
で
す
。
パ
ー
ソ
ン

ト
リ
ッ
プ
調
査
の
結
果
を
用
い
将

来
の
交
通
流
動
を
予
測
し
た
上
で
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
交
通
の

シ
ス
テ
ム
や
都
市
計
画
が
作
ら
れ

て
い
き
ま
す
。�

《
協
議
会
委
員
の
募
集
》�

　
郡
山
都
市
圏
総
合
都
市
交
通
計

画
の
策
定
に
あ
た
り
、
公
募
委
員

２
名
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。�

▼
委
員
委
嘱
期
間�

　
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で�

▼
募
集
期
間�

　
６
月
30
日
（
金
）
ま
で�

▼
応
募
資
格�

　
満
20
歳
以
上
で
議
員
又
は
公
務

員
を
除
く
次
の
方�

◇
郡
山
都
市
圏
に
居
住
又
は
通

勤
、
通
学
し
て
い
る
方
◇
年
２

回
程
度
の
委
員
会
（
平
日
）
に

参
加
で
き
る
方�

▼
応
募
方
法�

　
「
郡
山
都
市
圏
の
交
通
に
望
む

こ
と
」
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
し
応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
先�

　
福
島
県
都
市
計
画
グ
ル
ー
プ�

　
　
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
０
７�

Ｅ
メ
ー
ル�

toshikeikaku@
pref.fukushim

a.jp�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
役
場
地
域
整
備
課�

　
　
57
―

４
６
２
６�

み
仏
は
何
事
も
な
く
過
ご
す
の
み
昨
日
あ
る
儘
今
日
あ
る
儘
に
　�

�

精
魂
の
気
合
い
を
込
め
て
世
の
乱
れ
正
し
て
み
た
し
老
人
な
れ
ど�

�

青
空
に
い
た
ず
ら
書
き
の
飛
行
機
に
僕
も
し
た
い
と
指
さ
す
孫
は�

�

も
が
り
笛
遠
く
聞
こ
え
て
今
宵
又
風
荒
れ
る
ら
し
雪
の
田
園
　�

�

小
窓
あ
け
朝
の
空
気
を
胸
一
杯
今
朝
も
吸
う
な
り
命
の
糧
に�

�

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
荒
川
選
手
い
つ
の
間
に
ク
リ
オ
ネ
と
な
り
銀
盤
に
舞
う�

�

黄
金
の
花
を
開
い
て
福
寿
草
春
の
息
吹
を
ま
き
散
ら
し
お
り�

�

川
崎
　
雄
子�

�

小
針
　
登
里�
�

小
針
　
愛
子�

�

小
針
み
ね
子�

�

真
弓
　
は
ん�

�

吉
田
　
英
祐�

�

吉
田
ハ
ツ
子�

か
ぎ
ろ
ふ
や
ゆ
ら
ゆ
ら
魂
の
ご
と
電
車�

藍

色

の

濃

く

な

る

遠

嶺

水

温

む�

け
ん
け
ん
の
お
下
げ
揺
れ
る
し
沈
丁
花�

掌

を

器

代

わ

り

に

春

菜

摘

む�

梅
東
風
や
ふ
る
い
立
ち
た
る
猫
の
髭

�

若
き
子
の
頬
に
溶
け
ゆ
く
名
残
り
雪�

花

冷

え

や
一
言

多

き

夫

と

居

て�

茶

柱

の

立

ち

て

吉

と

す

斑

雪

�

仁�

由
記�

真
知�華�

今
朝�公�

美
枝�

仁
美�

1 , 9 5 9  戸 �

7 , 5 3 3  人 �

3 , 7 4 3  人 �

3 , 7 9 0  人 �

（＋ 6 戸 ）�

（ 0 人 ）�

（－ 2 人 ）�

（＋ 2 人 ）�

世帯数�

人　口�

　男�

　女�

＋�－�



燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

不燃ゴミ：東部�

不燃ゴミ：西部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

資源ゴミ：西部�

資源ゴミ：東部�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

燃えるゴミ�

村民球技大会�
(村グ・文体ほか)�
�
�
�
�
(休医)石川中央医院�

(石川町)

(元)テニス教室�
(9:30ﾃﾆｽｺｰﾄ)�

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

(元)太極拳教室�
(19:00クラブ)

�
�
�
�
�
�
(休医)やまもと内科�
クリニック(石川町)

生き生き女性セミナー�
(8:00)�

(元)テニス教室�
(9:30ﾃﾆｽｺｰﾄ)�

読み聞かせ会�
(10:00文庫)

(元)スポーツサロン�
(13:00文体)�

ちびっこスポーツ教室�
(13:00文体)�

夢元気子ども教室�
(13:00文体)�

(元)太極拳教室�
(19:00クラブ)

住民健診�
(体育センター)�

�
�
�
�
(休医)ひらた中央病院�

(平田村)

(元)健康たいそう教室�
(9:30プール)

(元)健康たいそう教室�
(9:30文体)

住民健診�
(川辺公民館)�

(元)健康たいそう教室�
(9:30プール)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)�

(元)太極拳教室�
(19:00クラブ)

住民健診�
(川辺公民館)�

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

こぶし学級�
(9:30就改)�

なつ椿学級�
(13:30須公)

�

住民健診�
(吉公民館)�

３～４カ月児健診�
(13:30公立病院)�
(元)ワーキンググループ�

(18:30文体)

ナイター開放�
(18:30村グ)�

エアロビクス教室�
(19:00文体)

球技大会練習開放�
(7:00村グ･文体)�
(元)健康たいそう教室�

(9:30文体)�
１歳６カ月児健診�

(13:00保セ)�
９～10カ月児健診�

(13:30保セ)

球技大会練習開放�
(7:00村グ･文体)

球技大会練習開放�
(7:00村グ･文体)�
(元)ラージボール卓球�

(9:30文体)�
(元)太極拳教室�
(19:00クラブ)

すくすくクラブ�
(10:00保セ)�

ナイター開放�
(18:30村グ)

機能訓練�
(10:00保セ)

住民健診(山小屋コミ
ュニティーセンター)�
ナイター開放�

(18:30村グ)�
チャレンジ講座�
(19:00クラブ)�

エアロビクス教室�
(19:00文体)

住民健診�
(四辻諏訪屋旅館)

住民健診�
(村民体育館)�

(元)ラージボール卓球�
(9:30文体)

住民健診�
(中生改センター)�
(元)ラージボール卓球�

(9:30文体)�
(元)太極拳教室�
(19:00クラブ)

住民健診�
(竜崎集会所)

住民健診�
(岩法寺農構センター)�
ＢＣＧ接種�

(12:45保セ)�
ナイター開放�

(18:30村グ)

住民健診�
(北須釜生改センター)�
�
�
�
�
�
納税：村県民税�

○(休医)・休日当番医�
○(元)・・元気スポーツクラブ�
○文体・・文化体育館�
○クラブ・・文化体育館クラブハウス�
○保セ・・保健センター�
○文庫・・クックちゃん文庫�
○村グ・・村民グランド�
○就改・・就業改善センター�
○須公・・須釜公民館�

�
�
�
�
�
�
(休医)田中内科医院�

(石川町)

　
５
月
16
日
に
川
辺
小
学
校
、
翌

17
日
に
は
須
釜
小
学
校
児
童
に
よ

る
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。�

（
表
紙
・
右
写
真
）�

　
児
童
た
ち
は
、
校
歌
な
ど
の
今

ま
で
練
習
し
て
き
た
曲
を
演
奏
し

な
が
ら
パ
レ
ー
ド
し
、
地
域
の
方
々

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

４
月
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年

生
も
、
旗
や
ボ
ン
ボ
ン
を
振
り
な

が
ら
最
後
ま
で
元
気
い
っ
ぱ
い
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。�

　
沿
道
に
は
、
保
護
者
な
ど
多
く

の
観
衆
が
詰
め
か
け
、
盛
ん
に
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。�


